
パッケージングバッグの形状の変更に加えて、特別な形のバッグは、ハンドホールの追加、ジッパーの追加、口の追加など、多くのアプリケーション機能を高めることもできます。さらに、
自尊心のあるバッグの底の形状が変わると、穴と2リットルの容量のある口のある大きな液体の自立したバッグを、大量の液体製品のパッケージングのために作ることができます。食用油と
して。別の例は、スーパーマーケットの棚の吊り下げと販売を容易にするために、軽量パッケージに航空機の吊り下げ穴を追加することです。一部の補足液体パッケージには、口のような特
別な形のバッグを埋めることができます。たとえば、日本の洗濯洗剤パッケージには、パッケージバッグに座屈することができるバッグコーナーがあります。使用している場合、2つは座屈
して、巧妙なハンドルと口を注ぐことができます。

要するに、通常のパッケージと比較して、特別な形のバッグはより魅力的で、製品情報が明確で、プロモーション効果は非常に明白であり、任意にジッパー、ハンドホール、口、その他のア
プリケーション機能を追加することができるため、パッケージングの方が便利になります。使用するために、より人道的。同時に、特別な形のバッグには、柔軟なパッケージのユニークな利
点もあります。ガラスボトル、ペットボトル、ブリキなどの従来の包装方法と比較して、ストレージコストと輸送コストを節約でき、最適化された選択肢です。


